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冬将軍がやってきました。九州脊梁が真っ黒雲です。朝の登校は寒いと思いますが、あと１
週間で終業式です。2学期のみふねっ子の
頑張りや成長を、シリーズで振り返ります。

「校長先生、こんにちは！！」体育館前を通りかかると、給食当番の5年生から張りのあるあい
さつが届きます。トップクラスのあいさつ名人です。全校的に2学期は、あいさつがより上手に
できています。あいさつは心の窓。元気に開いて、オープンマインドみふねっ子で行きましょう。

5年生水俣に学ぶ「この子とともに」 11月は人権月間です。全学年、人権問題

～自分事として行動したい～ と自分たちの生活を重ね合わせながら、人
権学習を進めます。5年生では11月2日、町人権教育授業研究会が開催されました。子供た
ちは、水俣病患者を取り巻く「周りの人」の立場で自分ならどうするか考え、議論し合いまし
た。その中で、自分事として捉えて行動することの難しさや、それを乗り越え共に行動していく
すごさを、自分や友達、担任の経験を出し合いながら、学び取っていました。自分の気持ちが
素直に言え、周りの考えから自分を高める5年生、素晴らしかったです。

全学年 教育相談
～森も木もしっかり見ます～
学校の基本は集団指導です。学級

集団を掌握しないと適切な学習や生
活が成立しません。しかし、学級内の
子供たちは一人一人個性があります。
私たちは公も個もしっかり大切にして、
教育を進める必要があります。
人権月間後の1２月、各学級では全

児童に教育相談を実施しました。日ご
ろ出せないもやもやや気になることも
出てきます。内容に応じて、学級で、学
年で、学校全体で対応し、子供たちに
とって安心な居場所づくりを進めます。


